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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
四
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七
八
三
の
九
四
六
か
ら
四
七
八
三
の
九
四
八
ま
で
（
以
上
三
筆

国
有
林
）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三
　
解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

山
梨
県
告
示
第
百
九
十
二
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
四
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

家
畜
伝
染

家
畜
の

患
畜
又
は
疑
似

発
生

発
　
生
　
場
　
所

発
　
生
　
年
　
月
　
日

病
の
種
類

種
類

患
畜
の
区
分

頭
数

ヨ
ー
ネ
病

山
羊

患
畜

一

甲
府
市
太
田
町

平
成
二
十
年
四
月
一
日

訓
　
　
　
令

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
二
号

本
　
　
　
　
　
　
　
　
庁
　
　

環
境
日
本
一
や
ま
な
し
推
進
本
部
規
程
の
全
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
四
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

環
境
日
本
一
や
ま
な
し
推
進
本
部
規
程
の
全
部
を
改
正
す
る
訓
令

環
境
日
本
一
や
ま
な
し
推
進
本
部
規
程
（
平
成
五
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
一
号
）
の
全
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
規
程

（
設
置
）

第
一
条

山
梨
県
環
境
基
本
条
例
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
）
の
理
念
に
の
っ
と
り
、「
さ

わ
や
か
・
や
ま
な
し
」
の
実
現
に
向
け
て
、
本
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
継
承
、
循
環
型
社

会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
の
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
係
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
さ
わ
や
か
・
や
ま
な
し
環
境
創
造
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

（
組
織
）

第
二
条

本
部
は
、
本
部
会
議
及
び
幹
事
会
並
び
に
専
門
部
会
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
本
部
長
、
本
部
長
代
理
及
び
副
本
部
長
）

第
三
条

本
部
に
本
部
長
、
本
部
長
代
理
及
び
副
本
部
長
を
置
く
。

２
　
本
部
長
は
知
事
を
、
本
部
長
代
理
は
副
知
事
を
、
副
本
部
長
は
森
林
環
境
部
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
本
部
会
議
）

第
四
条

本
部
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
協
議
す
る
。

一
　
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
係
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
係
る
施
策
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
四
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
四
月
十
四
日

毎
週
二
回
発
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月
曜
日
木
曜
日
　
定
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２
　
本
部
会
議
の
構
成
員
は
、
本
部
長
及
び
別
表
第
一
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

３
　
本
部
会
議
は
、
本
部
長
が
招
集
し
、
総
理
す
る
。

（
幹
事
会
）

第
五
条

幹
事
会
は
、
本
部
会
議
に
お
い
て
協
議
す
べ
き
事
項
の
調
整
を
行
う
。

２
　
幹
事
会
の
構
成
員
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

３
　
幹
事
会
は
、
森
林
環
境
部
次
長
が
招
集
し
、
掌
理
す
る
。

（
専
門
部
会
）

第
六
条

特
別
の
事
項
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
幹
事
会
の
下
に
専
門
部
会
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
専
門
部
会
の
構
成
員
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
副
本
部
長
が
定
め
る
。

（
庶
務
）

第
七
条

本
部
会
議
及
び
幹
事
会
の
庶
務
は
、
森
林
環
境
部
森
林
環
境
総
務
課
に
お
い
て
行
う
。

（
委
任
）

第
八
条

こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
副
本
部
長
が
定

め
る
。附

　
則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

副
知
事
　
公
営
企
業
管
理
者
　
教
育
長
　
警
察
本
部
長
　
知
事
補
佐
官
　
知
事
政
策
局
長
　
企
画
部

長
　
総
務
部
長
　
福
祉
保
健
部
長
　
森
林
環
境
部
長
　
商
工
労
働
部
長
　
観
光
部
長
　
農
政
部
長

県
土
整
備
部
長
　
会
計
管
理
者
　
県
民
室
長
　
林
務
長
　
産
業
立
地
室
長

別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
）

知
事
政
策
局
次
長
　
企
画
部
次
長
　
県
民
室
次
長
　
総
務
部
次
長
　
福
祉
保
健
部
次
長
　
森
林
環
境

部
次
長
　
商
工
労
働
部
次
長
　
産
業
立
地
室
次
長
　
観
光
部
次
長
　
農
政
部
次
長
　
県
土
整
備
部
次

長
　
出
納
局
次
長
　
企
業
局
総
務
課
長
　
教
育
次
長
　
警
察
本
部
警
務
部
参
事
官

公
　
　
　
告

'

基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年

三
月
二
十
八
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
四
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
修
正
測
量
）

二
　
作
業
期
間
　
平
成
二
十
年
四
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
ま
で

三
　
作
業
地
域
　
山
梨
県
内
全
域

'

基
本
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年

三
月
二
十
八
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
四
月
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
修
正
測
量
）

二
　
作
業
期
間
　
平
成
十
九
年
四
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日
ま
で

三
　
作
業
地
域
　
山
梨
県
内
全
域

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
四
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
四
月
十
四
日

二
〇
四


